
　

去
る
10
月
24
日
、
住
民
の
方
お
よ
び
防

災
関
係
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、「
浅
間

山
火
山
防
災
に
関
す
る
説
明
会
」を
エ

コ
ー
ル
み
よ
た
あ
つ
も
り
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
約
２
５
０
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
は
、
今
年
８
月
に「
浅

間
山
融
雪
型
火
山
泥
流
」の
マ
ッ
プ
が
公

表
さ
れ
、
御
代
田
町
の
広
範
囲
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
多
く
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

に
、
融
雪
型
火
山
泥
流
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
火
山
現
象
と
防
災
対
応
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

説
明
会
で
は
、
３
人
の
先
生
方
か
ら
浅

間
山
の
火
山
防
災
に
関
す
る
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
牧
重
雄 

東
京
大
学
名

誉
教
授
か
ら「
浅
間
山
の
噴
火
の
歴
史
と

火
山
災
害
に
つ
い
て
」と
い
う
演
題
で
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
噴
火
の
仕
組
み
や
種
類
の

解
説
、
現
在
に
至
る
浅
間
山
の
活
動
史
、

天
仁
・
天
明
の
大
噴
火
で
ど
の
よ
う
な
被
害

浅
間
山
火
山
防
災
に
関
す
る

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
科
学
的

資
料
や
古
文
書
資
料
、
写
真
な
ど
を
交
え

て
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
火
山
は
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
観
光
資
源
な
ど
で
プ
ラ
ス
面
も
あ
る

と
い
う
こ
と
も
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
宮
下
誠 

気
象
庁
浅
間
山
火
山
防

災
連
絡
事
務
所
長
か
ら「
浅
間
山
の
火
山

災
害
と
防
災
対
応
に
つ
い
て
」と
い
う
演

題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
融
雪
型
火
山
泥
流
発
生
の

仕
組
み
や
発
生
事
例
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
主
に
明
治
以
降
の
浅
間
山

の
噴
火
と
現
在
の
浅
間
山
の
活
動
状
況
の

解
説
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
と
融
雪
型
火
山

泥
流
避
難
の
心
得
を
含
め
た
防
災
対
応
な

ど
に
つ
い
て
、
写
真
や
防
災
マ
ッ
プ
を
交

え
て
、
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
儘
田
勉 

国
土
交
通
省
利
根

川
水
系
砂
防
事
務
所
防
災
対
策
推
進
官
か

ら「
浅
間
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
」

と
い
う
演
題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
浅
間
山
火
山

防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
経
緯
と
そ
れ
ぞ
れ
の

マ
ッ
プ
の
相
違
点（
ど
の
よ
う
な
点
が
改

正
さ
れ
て
き
た
か
な
ど
）に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
融
雪
型
火
山
泥
流

マ
ッ
プ
公
表
の
経
緯
、
マ
ッ
プ
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
計
算

条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
防
災
マ
ッ
プ
や
イ

メ
ー
ジ
図
を
交
え
て
、
詳
し
く
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
融
雪
型
火
山
泥
流
が

発
生
し
た
場
合
の
避
難
の
方
法
や
、
ど
の

よ
う
な
形
で
情
報
が
流
さ
れ
る
の
か
、
と

い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
説
明
会
を
開
催
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
融
雪
型
火
山
泥
流
が
、
御
代
田
町

に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
、
か
な
り
低

い
も
の
で
す
が
、
も
し
、
融
雪
型
火
山
泥

流
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
発
生
か
ら
居

住
地
ま
で
の
想
定
到
達
時
間
が
15
分
〜
30

分
と
短
い
こ
と
か
ら
、
町
か
ら
の
情
報
提

供
の
前
に
泥
流
が
到
達
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
東
日
本
大
震

災
で
の
津
波
被
害
や
原
発
被
害
を
受
け
、

可
能
性
の
あ
る
災
害
に
つ
い
て
は
、
予
め

住
民
の
皆
さ
ま
に
情
報
を
提
供
し
、
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
住
民
の
皆

さ
ま
自
ら
が
適
切
な
対
応
を
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
説
明
会
で
お
配
り
し
た
マ
ッ
プ
な

ど
の
詳
細
は
、
役
場
総
務
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す（
お
渡
し
い
た
し
ま
す
）の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

融雪型火山泥流イメージ図

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走

③融雪型火山泥流
雪が溶けて土砂等と一緒になって流下
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Ｑ 

マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
た
融
雪
型
火
山

泥
流
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
火
砕

流
も
同
じ
と
捉
え
て
よ
い
か
？

Ａ 

融
雪
型
火
山
泥
流
と
火
砕
流
の
範

囲
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
説

明
会
で
示
し
た
マ
ッ
プ
は
中
規
模

噴
火
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
火

砕
流
は
全
て
４
㎞
以
内
の
範
囲
に

収
ま
り
ま
す
。（
居
住
地
に
は
影

響
あ
り
ま
せ
ん
）し
か
し
、
融
雪

型
火
山
泥
流
は
、
火
砕
流
が
雪
を

溶
か
し
、
居
住
地
ま
で
泥
流
と
し

て
流
れ
下
り
ま
す
の
で
、
影
響
す

る
範
囲
は
異
な
り
ま
す
。

Ｑ 

融
雪
型
火
山
泥
流
は
川
に
沿
っ
て

流
れ
る
の
か
？

Ａ 

融
雪
型
火
山
泥
流
は
低
い
所
を
流

れ
ま
す
。
川
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
融
雪
型
火
山
泥
流
が
発
生

し
た
場
合
は
、
流
れ
に
対
し
て
直

角
の
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

住
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
？

Ａ 

現
在
、
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
運
用
開
始
ま
で
は
、
オ

フ
ト
ー
ク
に
よ
る
放
送
や
区
を
通

し
た
情
報
提
供
な
ど
、
今
あ
る
手

段
を
使
っ
て
、
で
き
る
限
り
の
対

応
を
行
い
ま
す
。

　

雪
が
浅
間
山
山
頂
付
近
に
積
も
っ
て
い

る
時
期
に
、
高
温
の
火
砕
流
な
ど
が
発
生

す
る
と
、
雪
が
溶
け
、
土
砂
、
火
山
灰
な

ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、
斜
面
を
高
速
で
流

れ
下
る
現
象
で
、
流
れ
る
泥
流
の
速
度
は

時
速
60
㎞
に
も
達
し
ま
す
。

　

火
口
か
ら
噴
出
し
た
高
温
の
岩
塊
、
火

山
灰
、
軽
石
な
ど
が
高
温
の
ガ
ス
と
混
合

し
、
そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
表
を

流
走
す
る
現
象
で
す
。
火
山
の
噴
火
に
と

も
な
っ
て
、
地
下
の
マ
グ
マ
が
液
状
の
溶

岩
と
し
て
低
地
へ
流
出
す
る
溶
岩
流
と
は

異
な
り
ま
す
。

• 

沢
筋
や
低
地
な
ど
、
危
険
度
が
大
き

い
地
域
で
は
、
早
め
に
避
難
を
す
る
。

（
自
ら
の
判
断
に
基
づ
く
自
主
避
難
を
す
る
）

• 

危
険
箇
所
を
通
ら
ず
、
泥
流
の
流
れ

に
直
角
に
、
近
く
の
高
台
な
ど
、
高

所
に
避
難
を
す
る
。

• 

近
く
に
高
台
な
ど
、
高
所
が
無
い
場

合
は
、
泥
流
の
力
に
耐
え
得
る
、
丈

夫
な
建
物
に
避
難
を
す
る
。

• 

屋
外
に
泥
流
が
到
達
し
て
い
る
場
合
、

ま
た
は
、
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
い

る
場
合
は
、
屋
外
に
は
出
ず
、
建
物

の
２
階
以
上
に
避
難
を
す
る
。

説
明
会
で
出
さ
れ
た
質
問

 

（
抜
粋
）

融
雪
型
火
山
泥
流
と
は
？

火
砕
流
と
は
？

 

荒あ
ら

牧ま
き 

重し
げ

雄お 

氏（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
所
長
）

　

火
山
学
の
権
威
と
し
て
国
内
外
に
広
く
ご
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
浅
間
山
火
山
研

究
で
は
第
一
人
者
と
し
て
、
浅
間
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
委
員
会
委
員
長
な
ど

も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宮み
や

下し
た 

誠ま
こ
と 

氏（
気
象
庁
浅
間
山
火
山
防
災
連
絡
事
務
所
事
務
所
長
）

　

浅
間
山
に
関
す
る
火
山
観
測
や
火
山
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
活
動
、

浅
間
山
周
辺
自
治
体
と
の
連
絡
調
整
業
務
に
携
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

儘ま
ま

田だ 

勉つ
と
む 

氏（
国
土
交
通
省
利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所
防
災
対
策
推
進
官
）

　

浅
間
山
、
草
津
白
根
山
の
火
山
防
災
マ
ッ
プ
作
成
や
、
噴
火
に
よ
る
泥
流
・
土

石
流
災
害
な
ど
の
対
策
事
業
に
携
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
師
紹
介

問
い
合
わ
せ
先

 

　

総
務
課
庶
務
係（
内
線
24
）

火砕流イメージ図

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走

融
雪
型
火
山
泥
流
避
難

に
関
す
る
心
得
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